
　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
ゴ
ル
フ
業
界
と
他

業
界
を
比
較
し
て
、
ゴ
ル
フ
業
界
を
活
性

化
す
る
た
め
の
教
訓
を
導
き
出
す
こ
と
が

目
的
で
す
。
こ
れ
ま
で
中
古
車
業
界
、
予

備
校
業
界
、
家
電
業
界
、
ス
イ
ミ
ン
グ
ス

ク
ー
ル
業
界
な
ど
と
の
比
較
を
行
っ
て
き

ま
し
た
が
、
今
回
は
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
（
提

携
）
に
よ
る
新
商
品
開
発
に
関
す
る
他
業

種
の
事
例
を
見
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
な
お
、
本
稿
で
は
提
携
、
ア
ラ
イ
ア
ン

ス
、
タ
イ
ア
ッ
プ
と
い
う
用
語
に
つ
い
て

厳
密
な
定
義
づ
け
は
行
わ
ず
、
同
義
語
と

し
て
扱
い
ま
す
。

　
私
は
事
業
提
携
（
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
）
の

専
門
家
と
し
て
、
事
業
提
携
に
よ
る
新
規

事
業
の
立
ち
上
げ
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

を
、
常
時
、
30
社
ほ
ど
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
目
線
で
見
た
場
合
、
ゴ
ル
フ
業
界
は

他
業
種
あ
る
い
は
他
社
と
の
ア
ラ
イ
ア
ン

ス
（
提
携
）
が
少
な
い
な
ぁ
と
い
う
印
象

を
持
ち
ま
す
。

　
私
は
先
日
、
あ
る
大
手
中
古
ゴ
ル
フ
用

品
チ
ェ
ー
ン
と
、
あ
る
大
手
ゴ
ル
フ
用
品

メ
ー
カ
ー
が
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
限
定
品
の

ア
イ
ア
ン
セ
ッ
ト
を
購
入
し
ま
し
た
が
、

こ
の
よ
う
な
事
例
は
あ
ま
り
見
ら
れ
ま
せ

ん
。
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
に
よ
る
商
品
開
発
が

少
な
い
こ
と
で
、
ゴ
ル
フ
用
品
業
界
と
し

て
、
潜
在
需
要
の
掘
り
起
し
や
販
売
促
進

な
ど
の
面
で
、
商
機
を
失
っ
て
い
る
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。

　
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
に
は
、
商
品
開
発
の
段

階
に
お
け
る
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
、
販
売
や
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
段
階
の
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
、

生
産
段
階
の
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
な
ど
、
事
業

構
築
・
事
業
展
開
の
各
フ
ェ
ー
ズ
で
い
く

つ
か
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は

商
品
開
発
の
段
階
で
の
ア
ラ
イ
ア
ン
ス

を
中
心
に
、
他
業
界
の
事
例
を
見
て
み
ま

し
ょ
う
。

　
実
は
、
自
動
車
業
界
で
は
以
前
、
家
電

業
界
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
ク
ル
マ
作
り
が

行
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
近
年
で

も
ト
ヨ
タ
と
ス
バ
ル
が
ア
ラ
イ
ア
ン
ス

を
組
ん
で
、
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
（
ト
ヨ
タ
86

及
び
ス
バ
ル
Ｂ
Ｒ
Ｚ
）
を
開
発
・
販
売
す

る
な
ど
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
、
商
品
開

発
の
段
階
で
の
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
と
な
り
ま

す
。
ス
バ
ル
が
得
意
と
す
る
水
平
対
向
エ

ン
ジ
ン
の
技
術
を
提
供
し
、
ト
ヨ
タ
が
全

般
的
な
商
品
作
り
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
お
互
い
が
得
意
と
す
る
部
分
を
持
ち

寄
っ
て
、
商
品
作
り
を
行
い
、
２
社
が
そ

れ
ぞ
れ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
販
売

す
る
こ
と
で
、
販
売
台
数
を
増
や
せ
る
と

同
時
に
、
生
産
・
販
売
数
が
多
く
な
る
こ

と
で
、
結
果
的
に
規
模
の
経
済
（
ス
ケ
ー

ル
・
メ
リ
ッ
ト
）
が
働
き
、
利
益
率
を
高

め
る
こ
と
も
達
成
し
て
い
ま
す
。
生
産
の

面
で
も
提
携
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
事
例

は
、
生
産
段
階
の
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
で
も
あ

り
ま
す
。

　
ホ
テ
ル
業
界
で
は
、
帽
子
を
被
っ
た
女

性
社
長
の
Ｃ
Ｍ
で
有
名
な
ア
パ
ホ
テ
ル
が

あ
り
ま
す
。「
ア
パ
社
長
　
ラ
ー
メ
ン
」

を
「
麺
屋
武
蔵
」
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
開

発
し
、
自
社
ホ
テ
ル
な
ど
に
て
販
売
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
商
品
開
発
の
段
階
に

お
け
る
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
で
す
。

　
ち
な
み
に
ア
パ
ホ
テ
ル
は
、
保
有
す
る

ゴ
ル
フ
場
の
「
栃
木
の
森
ゴ
ル
フ
コ
ー

ス
」
に
て
「
築
地
銀
だ
こ
」（
株
式
会
社

ホ
ッ
ト
ラ
ン
ド
）
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
、

「
築
地
銀
だ
こ
　
プ
レ
ゼ
ン
ツ 

イ
ー
グ
ル

チ
ャ
レ
ン
ジ
ホ
ー
ル
」
を
運
営
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
８
番
ホ
ー
ル
（
パ
ー
４
）

に
お
い
て
２
打
目
が
カ
ッ
プ
イ
ン
し
た
場

合
、「
築
地
銀
だ
こ
」の
た
こ
焼
１
年
分（
た

こ
焼
１
舟
無
料
券
１
０
０
枚
＝
週
２
回
換

事
業
提
携
の
専
門
家
か
ら

見
た
ゴ
ル
フ
業
界

他
業
界
で
の
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
に

よ
る

新
商
品
開
発
な
ど
の
事
例
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算
）
を
進
呈
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
こ

の
事
例
は
、
サ
ー
ビ
ス
作
り
の
段
階
の
ア

ラ
イ
ア
ン
ス
と
も
言
え
ま
す
し
、
販
売
・

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
段
階
の
ア
ラ
イ
ア
ン
ス

と
も
言
え
ま
す
。

　
食
品
業
界
に
も
成
功
例
が
あ
り
ま
す
。

様
々
な
味
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
有
名
な

棒
ア
イ
ス
の
「
ガ
リ
ガ
リ
君
」
を
販
売
す

る
赤
城
乳
業
は
、
漫
画
の
「
ポ
ケ
モ
ン
」

と
タ
イ
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
で
パ
ッ
ケ
ー
ジ

を
一
新
し
、
売
上
を
大
幅
に
伸
ば
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
商
品
開
発
の
段
階
及
び
販

売
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
段
階
で
の
ア
ラ
イ

ア
ン
ス
と
言
え
ま
す
。

　
ち
な
み
に
赤
城
乳
業
は
、「
ガ
リ
ガ
リ

君
」
ア
イ
テ
ム
の
文
具
や
玩
具
、
ガ
リ
ガ

リ
君
主
人
公
漫
画
の
雑
誌
掲
載
、
ガ
リ
ガ

リ
君
登
場
の
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
制
作
、
箱
根

小
涌
園
で
期
間
限
定
の
「
ガ
リ
ガ
リ
君
温

泉
」
な
ど
、
様
々
な
タ
イ
ア
ッ
プ
（
ア
ラ

イ
ア
ン
ス
）
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
日
本
は
自
前
主
義
が
強
い
た
め
、
他
社

と
の
提
携
が
海
外
に
比
べ
て
少
な
い
傾
向

に
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
に
、
日
本
企

業
で
も
、
積
極
的
に
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
に
よ

る
商
品
開
発
や
販
売
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

を
行
っ
て
い
る
事
例
が
あ
り
ま
す
。

　
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
の
専
門
家
と
し
て
、
提

携
（
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
）
に
よ
る
商
品
開
発

が
有
益
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
私
と
し
て

は
、
是
非
、
ゴ
ル
フ
用
品
業
界
で
も
、
積

極
的
に
、
他
社
や
他
業
種
と
の
ア
ラ
イ
ア

ン
ス
（
タ
イ
ア
ッ
プ
）
に
よ
る
商
品
開
発

を
進
め
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　新商品開発においては、新しいアイディア、新しい手法、
新しい技術などが必要となります。しかし、自社だけでは、
新しいアイディアを出し続けることは非常に難しいと言え
ます。また、販売手法についても、新しい販促方法を考え
て、プロモーションを行うことは、自社だけではなかなか
できません。さらには、自社の研究開発（Ｒ＆Ｄ）だけで
新しい技術を生み出していくことには、コストの面でも限
界があります。

　そこで、外部企業とのアライアンスが必要になります。
特に、他業界とのアライアンスを模索することは、ゴルフ
用品メーカーにとって非常に有益でしょう。他業種の企業
とアライアンスを行なえば、ゴルフ用品メーカーが有して
いない発想・アイディア、デザイン性、技術、販売手法な
どを獲得できることにつながります。それは、必ず、新し
い顧客の掘り起しにつながります。

　どのような他業種のどのような企業と提携するかという
アライアンス戦略を考えてみましょう。様々な組み合わせ
が考えられると思いますし、多くの可能性があるはずです。

　アライアンスによる商品開発により、新しいユニークな
商品が発売されることを期待しています。
　それから、販売においても既存の販売ルートだけでなく、
新しい販売ルートとなる提携先を作るアライアンス戦略を
考えたいですね！　いわゆる「ディール・フロー」（案件
の流れ）作りです。
　なお、アライアンス戦略としては、「戦略的提携」の一
パターンとして、過当競争を避けて競争力を保つため、た
とえば、半導体業界で、日立と三菱電機が提携して合弁会
社のルネサス・テクノロジーを設立したり、鉄鋼業界では
新日鉄と住友金属が合併した形もありますが、この面につ
いては別の機会に検討したいと思います。

冨田 賢（とみた さとし )

冨田賢の横比較の目線⑦

株式会社ティーシーコンサルティング代表取締役社長。事業提携による
新規事業の立ち上げや売上アップを得意としている。この約５年で 120
社以上の豊富な実績。ベンチャーキャピタルにて上場経験も有する。慶
應義塾大学卒業。京都大学大学院経済学研究科修了。
Webは、「とみたさとし」と検索！本稿のご感想、気軽にお送りください。
電子メールは tomita@tcconsulting.co.jpまで！

ゴ
ル
フ
用
品
業
界
で
も

ア
ラ
イ
ア
ン
ス
に
よ
る

商
品
開
発
を
！
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